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「不平等」を生み出している温床であるとする議論が行われているのである。
　その中でもアメリカ社会における不平等性の指摘が特に顕在化してきたと思われる。たとえば、




































































































































































































































































































































経路（A → B）を表し、下部の水平軸は２つのミクロ変数間の説明経路（a → b）を表している。




   ミクロからマクロへの移行は、個人の志向、態度、信念の（単純な）集積によってなされる
と考えられている。しかしながら、資本主義経済の起源や革命の世紀を説明するケースに見
られるように、理論的問題が社会システム
































































（７）　Johnson, Conrad and Thomson (1989), P. 1.
























（19）　Turner (1989), P. 601.
（20）　ibid., P. 602.




（25）　Irwin (1996), Pp. 69-70. 下線は和田。
（26）　ibid., Pp. 69-70.
（27）　原著論文では、‘the relationship of the success of failure of such claims’ となっているが、下線部の「of」
は「or」の誤植であると解釈した。
（28）　ibid. P. 79.
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